
 
 

 

「東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る中間取りまとめ」から得られた知見等の分類表 

 
令 和 ３ 年 ５ 月 ２ ６ 日  

東京電力福島第一原子力発電所事故に関する 

知見の規制への取り入れに関する作業チーム 

 

分類 中間とりまとめから得られた知見等※ 

水素防護 

（５） 水素爆発時の映像及び損傷状況から、原子炉建屋の破損の主要因は、原子炉建屋内に滞留した水素の爆燃（水素濃度 8%程度）

によって生じた圧力によることを示唆している。 

（９） 3 号機のベント成功回数は 2 回。このベントによって 4 号機原子炉建屋内に水素が流入し、40 時間にわたって水素が滞留し

た後、爆発に至った。 

ベント機能 

（１） ２号機耐圧強化ベントは、ベントラインの系統構成は完了していたが、ラプチャーディスクの作動圧力（528kPa［abs］（原子

炉格納容器の設計圧力の 1.1 倍））に到達せず、ベントは成功しなかった。 

（２） 耐圧強化ベントラインの非常用ガス処理系配管への接続により、自号機非常用ガス処理系及び原子炉建屋内へのベントガス

の逆流、汚染及び水素流入による原子炉建屋の破損リスクの拡大が生じた。 

（３） １／２号機共用排気筒の内部に排気筒頂部までの排気配管がなく、排気筒内にベントガスが滞留、排気筒下部の高い汚染の原

因となった。 

（４） サプレッションチェンバ・スクラビングにおいて、炉心溶融後のベント時には真空破壊弁の故障によりドライウェル中の気体

がスクラビングを経由せずに原子炉格納容器外に放出される可能性がある。 

減圧機能 

 
 

（６） 主蒸気逃がし安全弁の逃がし弁機能の不安定動作（中途開閉状態の継続と開信号解除の不成立）が確認された。 

（７） 主蒸気逃がし安全弁の安全弁機能の作動開始圧力の低下が確認された。 

（８） 自動減圧系が設計意図と異なる条件の成立（サプレッションチェンバ圧力の上昇による低圧注水系ポンプの背圧上昇を誤検

知すること）で作動したことにより原子炉格納容器圧力がラプチャーディスクの破壊圧力に達し、ベントが成立した。 

※令和 3年 4月 7日 第 1回原子力規制委員会資料 2 別紙 1から引用 

資料４６－１ <技術情報検討会資料> 
技術情報検討会は、新知見のふるい分けや作業担当課の特定を目的とした事務的な会議体 
であり、その資料及び議事録は原子力規制委員会の判断を示すものではありません。 


